
COVID-19陽性患者もしくは疑い患者に対する手術時の感染対策Case Report集計結果(3月1日から3月7日回答分)

症例数 手術 手術室で気管挿管 1 ＭｃＧＲＡＴＨ 1

陽性 1 気管切開 1 （喉頭展開1回で挿管） (1)

区域麻酔 0

既挿管 1

記載なし 0

SGA 0

PPE フェイスシールド 1

COVID-19疑い患者 1 腹腔鏡下手術 1 ゴーグル 0

シールド付きマスク 1

記載なし 0

N95 2

事前シミュレーション実施 あり 2 PAPR 0

なし 0 サージカルマスク 0

手袋2枚 2

手袋1枚 0

自由記載

陽性 気管切開

疑い 腹腔鏡下手術
挿管チューブにあらかじめ人工鼻を取り付けて挿管した。挿管チューブが太くて入らないのを危惧して普段よりワ

ンサイズ小さい挿管チューブを用いたが、カフ漏れがあり再度入れ替えを行う必要があった。

飛散防止のため、筋弛緩薬投与後に気管チューブを気管分岐部直上まで進め、気管の開放はカフ上部で施行しても

らった。血液ガス分析で酸素化は良好であったため、気管開放時は無呼吸を繰り返し、気管チューブをビニール袋

で覆って抜去した。


